
新時代に対応した
高等学校改革推進事業

（普通科改革支援事業）

和歌山県立橋本高等学校



橋本高等学校 基本情報

生徒数 1学年 5クラス× 3学年
全校生徒数 576名（R6.4月現在）
教員数 52名
新学科名 探究科（令和7年度入学生より

普通科を学科改編）

・明治44年創立の旧制橋本町立実科高等女学校を前身
とし、昭和23年に県立橋本高等学校として発足。

・平成18年に併設型中高一貫教育校として、古佐田
丘中学校を設立。（現在 1学年40名）

・平成26年よりユネスコスクールに登録。



【和歌山県立橋本高等学校】探究科

グローバル人材として活躍できるよう、コミュニケーション能力の育成を目指し、地域を含めた日本各地、また世界各
国の社会人や高校生など、自分たちとは違う立場や環境にある人々との交流や、自分の研究について討議することで、
多角的視点からの考察に基づく課題発表を実践する。

教育の概要

目的：変化する社会の課題に対応し、自己有用感を持ち社会貢献できる人材を育成する

令和６年度 総合的な探究の時間「創世の翼」に加え

学校設定科目「世紀の空」開講･コンソーシアムの構築
令和７年度 探究科開設

学校設定科目「世紀の空」開講
（３年間３単位）

関係機関との連携・共同体制
コンソーシアムの構築

橋本高校

世紀の空推進委員会
特色教育推進部

（コーディネーター配置）

運営指導委員会

和歌山大学・京都芸術大学
高野山大学・大阪観光大学
大阪教育大学・近畿大学

専門機関

橋本市役所
（株）ＪＴＢ

（株）スマイリー
アース

地域等

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター
日越関西友好協会

国際協力機構（JICA）

国際機関

タイム
スケジュール

「世紀の空」の概要
○総合的な探究の時間・各教科との連携
○他府県の高校生や国内外で活躍する社会人との討議
○海外の高校生に和歌山の世界遺産や産業を英語で発信
○「ＳＤＧｓ」をテーマとして課題設定し企業や大学と討議
〇地域→他地域→社会全体・世界全体と段階的に範囲を広げ、
課題発見力を高める

多様な価値観との出会い、研究の深化、発表能力の向上
複合的視点で課題解決の方法を模索・発信

人間関係形成
社会形成能力

他者の考えや立場を理解するとともに，自身の状況を受け止
め，役割を果たしつつ他者と協力・協働する力

自己理解
自己管理能力

自己と社会との相互関係を保ちつつ，主体的に行動すると同
時に，自らの思考や感情を律し，かつ，今後の成長のために
進んで学ぼうとする力

課題対応能力
様々な課題を発見・分析し、複合的視点から解決することが
できる力

育む力 各力の概要



グローバルに活躍できるよう、コミュニケーション能力の育
成を目指し、地域を含めた日本各地、また世界各国の社会人
や高校生など、自分たちとは違う立場や環境にある人々との
交流や、自分の研究について討議することで、多角的視点か
らの考察に基づく課題発表を実践する。

教育の概要

人間関係形成
 社会形成能力

他者の考えや立場を理解するとともに，自身の状況を受
け止め，役割を果たしつつ他者と協力・協働する力

自己理解
 自己管理能力

自己と社会との相互関係を保ちつつ，主体的に行動すると同時に，
自らの思考や感情を律し，かつ，今後の成長のために進んで学ぼう
とする力

課題対応能力
様々な課題を発見・分析し、複合的視点から解決することができる
力

育む力 各力の概要



関係機関との連携・共同体制・コンソーシアムの構築

橋本高校

世紀の空推進委員会
事務局

（コーディネーター配置）

運営指導委員会

和歌山大学・京都芸術大学
高野山大学・大阪観光大学
大阪教育大学・近畿大学

専門機関

橋本市役所
（株）ＪＴＢ
（株）スマイリーアース

地域等

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター
日越関西友好協会

国際協力機構（JICA）

国際機関



学校設定科目「世紀の空」の概要

○総合的な探究の時間・各教科との連携
○他府県の高校生や国内外で活躍する社会人との討議
○留学生に和歌山の世界遺産や産業を英語で発信
○「ＳＤＧｓ」をテーマとした学びを企業や大学と連携

●自らの住む地域社会→他の地域社会→世界全体と段階的
に範囲を広げ、視野を広げるとともに課題発見力を高める
●多様な価値観との出会い、研究の深化、発表能力の向上
●複合的視点で課題解決の方法を模索・発信



令和６年度入学生より「世紀の空」先行実施

教科の働きかけ 学校設定科目「世紀の空」 総合的な探究の時間「創世の翼」

1

年

社会
理科

保健体育
情報
英語

テーマ「観光」
世界遺産学習・プレゼンテーショ
ン講演・インタビュー講座・デー
タサイエンス講演・留学生交流・
他校交流

地域課題研究

2

年

社会
理科
家庭
数学
英語
情報

ディベート
プレゼンテーション講演
大学出前講座・企業訪問研修
海外交流・データサイエンス講義
国外の高校生との交流

ＳＤＧｓ課題研究
（３年次で改善）

（

3

年

国語
芸術
数学
情報

小論文
グループディスカッション

ＳＤＧｓ課題追究
ＳＤＧｓ卒業レポート

先進的な学びの体験・社会全体の課題発見・解決に向けての実践力

論理的に伝える力・社会における課題をふまえ、自分自身の役割を熟考し、行動する力

基本的スキルの習得・自身の周囲における課題発見・広い視野の習得



1学年 ２学年

４月 ・「ペタッとＳＤＧｓ」朝日新聞講演

５月 ・探究課題設定 ・探究課題設定

６月 ・プレゼンテーション入門講演 ・プレゼンテーション講演

７月 ・橋本市役所へのインタビュー ・小学校との交流（橋本小学校夏祭り）

８月
・人権教育講演 ・人権教育講演

・ＳＤＧｓ大学実地研修

９月
・総合的な探究の時間中間発表会 ・企業訪問

・総合的な探究の時間中間発表会

10月
・海外交流（マレーシア来校）
・世界遺産教科横断授業（地歴）

・海外交流（マレーシア来校）
・小学校との交流（橋本小学校授業見学）

11月
・世界遺産（高野山）講演
・世界遺産（高野山）実地研修

・小学校との交流（城山小学校来校）

12月
・世界遺産教科横断授業（英語） ・小学校との交流（城山小学校訪問）

・小学校との交流（橋本小学校授業実施）

１月

・総合的な探究の時間クラス発表会
・世界遺産教科横断授業
            （英語プレゼンテーション）
・海外留学生との対面交流（和歌山大学）

・総合的な探究の時間クラス発表会
・ＳＤＧｓ探究ＡＷＡＲＤＳ応募
・海外高校生オンライン交流（フィンランド）

２月

・総合的な探究の時間校内全体発表会 ・総合的な探究の時間校内全体発表会
・海外高校生オンライン交流（マレーシア）
・国内高校生オンライン交流
                    （北海道釧路湖陵高校）

３月

・海外留学生との対面交流（大阪観光大学）
・橋本市役所への提言
              （市長プレゼンテーション）

・海外高校生オンライン交流（台湾）
・海外高校生オンライン交流
                     （オーストラリア）

活動実績
活動時期



歴史
世界遺産
観光案内
資料読み取り

１年 世界遺産学習事前冊子



１年 世界遺産実地学習（高野山）



１年 世界遺産学習当日・事後冊子

ガイドによる実地研修
仏道体験
史跡探索
地域住民へのインタビュー
散策の注意点



２年 SDGｓ企業研修

２年生の５クラ
スが企業を訪問。
化学薬品を一切使
用せずに、タオル
を製造している過
程やそれまでの取
り組みについて現
地で話を伺う。



２年 SDGｓ大学研修

２年生の５ク
ラスが４つの大
学を訪問。大学
でSDGｓについ
ての講義を聞く
とともに、大学
内の施設につい
ても見学する。



１，２年 交流

他の高校 北海道釧路湖陵高校

小学校 橋本市立橋本小学校・城山小学校

留学生 大阪観光大学、和歌山大学

海外の高校 フィンランド・台湾・中国・

マレーシア・オーストラリア



探究活動 発表会
中間発表会を９月に、
最終発表会を２月に
行う。中間発表会で
は、全ての班が学外
の有識者からアドバ
イスをいただいたこ
とでその後の活動が
より深まった。
最終発表会の会場は
学外の施設を利用。
環境により、発表す
る側、聞く側ともに
意識の高まりを感じ
た。



今後の課題

各学年における取り組みを次年度へつながるものとするために、学年
を超えた学校全体での教職員の共通理解。

外部機関との連携や、生徒の活動に係る費用の確保。

学校設定科目「世紀の空」を「総合的な探究の時間」および「各教
科」と相互に関連付けるとともに、３年間の系統的な学習をさらに深
化させるためのカリキュラムマネジメント。

来年度からＣＮ（コーディネーター）が設置されなかった場合の、活
動を継続しつつ、他の教員で対応するための業務の継承と体制の構築。


